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] 地域包括支援センター事業計画書

】

◇重点課題に対する目標と具体的な取組

計
画

報
告

計
画

報
告

計
画

報
告

◇地域包括支援センター人員体制状況

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

1 常 40 ○ ○ ○ 10 ○ ○ 1 常 40 ○ ○ 2 ○ ○

2 常 40 ○ ○ ○ ○ 9 ○ ○ 2 常 40 ○ ○ 3 ○ ○

3 常 40 ○ ○ 2 ○ ○ 3 常 40 ○ ○ 3 ○ ○

4 常 40 ○ 2 ○ ○ 4 常 40 ○ 6 ○ ○

5 常 40 ○ ○ 2 ○ ○ 5 常 40 ○ ○ 5 ○ ○

6 常 40 ○ ○ 2 ○ ○ 6 常 40 ○ ○ 2 ○ ○

7 常 40 ○ ○ ○ ○ 7 ○ ○ 7 常 40 ○ ○ 10 ○ ○

その他の資格・・・ その他の資格・・・

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２

※１　包括的支援業務とは総合相談・権利擁護・包括的継続的マネジメント支援業務を指す。
※２　介護予防ケアマネジメントとは介護予防支援・介護予防ケアマネジメント業務を指す。

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２

令
和
8
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○）
包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

令
和
7
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○）
包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

③
身近な相談窓口として
地域包括支援センター
を知ってもらう

広報誌
各200部

地域住民に対し、年に2回広報誌を配布する。またネット
ワーク構築の目的から可能な限り手渡しを行い、より多くの
地域住民との交流を深める。

②
認知症カフェの年間参
加人数増加を図り
認知症に関する啓発と
小講座を実施する

年間参加
人数100人

小講座
6回実施

認知症カフェ開催時に毎回異なる内容の小講座を年6回開催する。
台東病院や区民館等の配布場所を増やす事で、年間参加人数を100
名以上を目標に担当圏域で認知症カフェ開催の周知を図る。

課題番号 目　標 数値 目標に向けた具体的な取組

① 多様な生活支援と
介護予防体制の構築

15か所
参加

包括の認知度向上を図る目的で社協や地域代表住民と連携しこれまで伺え
ていなかった住民主体の通いの場や交流の場により多く参加し、地域包括
支援センターの認知度の向上のための活動と啓発活動を行う。

② 認知症総合支援事業
認知症に関する情報や支援制度の周知が不十分である。また介護者が気軽に相談
出来ず、問題が大きくなってから介入するケースが増えている。

③ 総合相談支援業務
地域住民やご家族等に地域包括支援センターの役割を周知し、認知度の向上を図
る必要がある。

◇今年度の重点課題

① 生活支援体制整備事業
包括の役割が不明であるという地域住民の声が聞かれている。住民の社会参加や「通い
の場」づくりを推進し、地域住民を主体とした支え合いの仕組み（ネットワーク）を整
備する必要がある。

令和 8 年度［ あさくさ

法人名　【 社会福祉法人　フレスコ会
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（令和8年1月1日時点） 地域包括支援センター ＜認知症総合支援事業＞ 地域包括支援センター

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

①準備・開催・報告 ②準備・開催・報告 ①開催 ②開催 ③開催

①準備・発行 ②準備・発行 ①開催 ②開催 ③開催 ④開催

ここからあさくさ　奇数月開催

大江戸清掃隊活動　毎月開催

＜ケアマネジャー支援＞ 介護支援専門員数： （令和8年1月1日時点） ＜計画外の取組＞

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

①主催

②合同

人数・数
量など

取組活動の経過（月）

ケアマネ
ジャー
の集い

計
画

ケアマネジャーの利用者支援に結び
ついていくような興味・関心の高い
内容に関して開催を行っていく。

主催
1回

合同
1回

報
告

報
告

報
告主催・共催

エリア内の居宅介護支援事業所数： 13ヵ所 38名

項目 内　容 人数・数
量など

取組活動の経過（月）
項目 内　容

介護予防に係
る取り組みの

推進

計
画

自主事業である介護予防体操教室
「ここからあさくさ」や、法人主催
の「大江戸清掃隊」への参加を促
し、地域住民に対する介護予防の取
り組みを推進する。

通年
5人 認知症初期集

中支援

計
画

事業の構成メンバーとして、対象者の把握から初
期集中支援の実施を通し、適切な支援につなげて
いく。

１事例

報
告

報
告実施

広報誌
「えがおいっぱ
い浅草」発行

計
画

見守り関係機関・地域住民向けに地域包括支
援センターの周知とネットワークづくりの為
に年2回配布を行う。
地域包括支援センターが提供する具体的な事
業内容や、介護保険制度や認知症など専門的
な知識を分かりやすく提供する。

２回
各200部

認知症
サポーター
養成講座

計
画

令和8年度は年間受講者100名以上を目指す為に、
3か月に一度の講座開催に向け団体等へ開催打診
を積極的に行う。圏域内の地域住民・町会・一般
企業に対し認知症の普及啓発を行っていく。

年間
100名

報
告

報
告主催 主催

見守り
ネットワーク
地区連絡会

計
画

地域住民を始めとし顔なじみの関係を作り、
ネットワークの強化も目指していく。
また、事例を通し地域課題の抽出をしてい
く。

2回 認知症カフェ

（まちかどカ
フェあさくさ）

計
画

4カ月に1回の開催。イベント形式や認知症に関す
る講義を開催し気軽に当事者・家族・地域住民が
集える機会を作っていく。また、情報交換や気分
転換、相談の場として認知症カフェを開催してい
く。

年3回
各20人

報
告

報
告主催 主催

地域ケア
個別会議

計
画

個別の課題に関して地域住民や専門職などが
参加し、課題解決や支援方法を検討する。ま
た個別課題を検討する中で、地域課題の発見
に繋げていく。

2回
認知症カフェ
（喫茶YOU）

計
画

【りゅうせん包括・台東病院共催】認知症に関する知識や
様々な情報提供・啓発や認知症当事者や家族介護者の交流を
目的とし、台東病院と連携して広く住民にPRを行い気軽に参
加できるようにする。たいとうオレンジボランティアにもカ
フェの運営に協力してもらう。

年間
200人

報
告

報
告共催

◇年間計画表 エリア内の高齢者人口： 7,415人 あさくさ あさくさ

項目 内　容 人数・数
量など

取組活動の経過（月）
項目 内　容 人数・数

量など

取組活動の経過（月）

①準備・開催・報告

①モニタリング

②準備・開催・報告

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫
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] 地域包括支援センター事業計画書

】

◇重点課題に対する目標と具体的な取組

計
画

報
告

計
画

報
告

計
画

報
告

◇地域包括支援センター人員体制状況

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

1 常 40 ○ ○ ○ 14 ○ ○ 1 常 40 ○ ○ ○ 15 ○ ○

2 常 40 ○ ○ ○ ○ 10 ○ ○ 2 常 40 ○ ○ ○ ○ 11 ○ ○

3 常 40 ○ 6 ○ ○ 3 常 40 ○ 7 ○ ○

4 常 40 ○ ○ 8 ○ ○ 4 常 40 ○ ○ 9 ○ ○

5 非 32 ○ ○ 9 ○ 5 非 32 ○ ○ 10 ○

6 非 21 ○ ○ 3 ○ 6 非 21 ○ ○ 4 ○

7 7

その他の資格・・・ その他の資格・・・

令和 8 年度［ やなか

法人名　【 社会福祉法人　台東区社会福祉事業団

◇今年度の重点課題

① 総合相談支援業務 地域包括支援センターの周知が十分に出来ていない

② 高齢者見守り事業
民生委員の改選に伴い、新たに顔の見える関係づくりや協力関係が必要と
なる

③ 総合相談支援業務 災害時の在宅避難希望者が多いが、備えが十分に出来ていない

課題番号 目　標 数値 目標に向けた具体的な取組

① 地域包括支援センター
の周知

―
広報紙やホームページ、出前講座、地域のイベントな
どを通して地域包括支援センターの周知を行う。

② 民生委員と連携し、見
守り活動を強化する

―

見守りネットワーク地区連絡会を通して、民生委員への年２
回の連絡を継続し、情報共有を行い、連携強化を図る。ま
た、広報誌や認知症カフェの案内等の配布協力を依頼してい
く。

③ 災害への意識と対応力
の強化

―
一人暮らしや高齢者のみの世帯に対し、住宅用火災警
報器・家具転倒防止器具の設置、非常時の備蓄品を準
備する等の働きかけを行う。

※１　包括的支援業務とは総合相談・権利擁護・包括的継続的マネジメント支援業務を指す。
※２　介護予防ケアマネジメントとは介護予防支援・介護予防ケアマネジメント業務を指す。

令
和
7
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○）
包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２

令
和
8
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○）
包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２
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（令和8年1月1日時点） 地域包括支援センター ＜認知症総合支援事業＞ 地域包括支援センター

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

① ② ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

準備・開催 準備・開催 年間通じて周知

評価 ①

① ② ①

準備・開催 準備・開催

報告 ① 報告 ② ②通年

準備・掲示

出張できることを周知し、依頼に応じて随時対応

＜ケアマネジャー支援＞ 介護支援専門員数： （令和8年1月1日時点） ＜計画外の取組＞

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

やなか

項目 内　容 人数・数
量など

取組活動の経過（月）
項目 内　容 人数・数

量など

取組活動の経過（月）

2回 認知症カフェ
（カフェやな

か）

計
画

【土田病院（精神科）】様々な立場の参加者が気軽に
交流を図る事ができるよう、土田病院スタッフ・地域
住民・当事者・認知症サポーターと協力して、プログ
ラムを検討する。また、家族介護者同士が悩みや不安
を共有できる場所づくりを検討する。

主催 主催・共催

◇年間計画表 エリア内の高齢者人口： 4,322人 やなか

見守り
ネットワーク
地区連絡会

計
画

包括圏域内の現状や実績報告を行い、事例検
討を通じて地域課題について検討する。支援
が必要な人が声をあげやすい様に、民生委員
や関係協力機関等と相互に連携しながら、円
滑な関係づくりを継続していく。

2回 認知症
サポーター
養成講座

6回
80人
(延べ)

報
告

報
告

計
画

気軽に参加できるように、町会や地域住民、関係機関、マン
ション管理人、企業等へ養成講座の内容をわかりやすく周知
する。また少人数開催の依頼にも対応していく。受講したサ
ポーターが地域で活動できるように認知症カフェや出前講座
等の協力依頼を呼びかけて、共に認知症に理解のある地域づ
くりを行っていく。

2回
以上

報
告

報
告

地域ケア
個別会議

計
画

個別課題のあるケースについて、地
域住民や専門職等が集まり、お互い
の立場を理解しながら課題解決や支
援方法を検討する。

1回

報
告

報
告

主催 主催

一般介護予防

計
画

通いの場やフレイルチェックなどを積極
的に案内していく。また、令和７年度よ
り谷中地区でも開始された、かがやき長
寿ひろばへ包括職員も定期的に参加し、
介護予防の啓発に努めていく。

通年
認知症の日

参加 実施

出前講座

計
画

町会の集まりや高齢者が集まる場な
どに積極的に出向き、地域包括支援
センターの役割や認知症、介護予防
などの情報提供を行う。

通年 認知症の実態
把握・早期対

応

計
画

地域住民や介護職員などへ認知症に対する理解を
深めるため情報提供や支援活動を実施。活動には
地域住民やたいとうオレンジボランティアにも協
力を依頼する。

計
画

認知症の疑いがある高齢者を早期に発見するため
に、マンションの管理人や民生委員、地域住民、
飲食店等と顔の見える関係性を構築し、相談や連
絡が包括へ入りやすくなるようにしていく。

通年

報
告

報
告

取組活動の経過（月）

ケアマネ
ジャー
の集い

計
画

区内・隣接区のケアマネジャーと事
例検討会や勉強会を通して、地域資
源の共有等を行う。また各専門職と
の連携強化を目的とした7包括合同の
研修会を開催する。

主催
1回

合同
1回

報
告

共催・主催 実施

エリア内の居宅介護支援事業所数： 3ヵ所 7名

項目 内　容 人数・数
量など

取組活動の経過（月）

共催・主催

項目

報
告

報
告

内　容 人数・数
量など

①主催

②合同
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] 地域包括支援センター事業計画書

】

◇重点課題に対する目標と具体的な取組

計
画

報
告

計
画

報
告

計
画

報
告

◇地域包括支援センター人員体制状況

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

1 常 40 ○ ○ ○ 11 ○ ○ 1 常 40 ○ ○ ○ 12 ○ ○

2 常 40 ○ ○ ○ 10 ○ ○ 2 常 40 ○ ○ ○ 11 ○ ○

3 常 40 ○ 10 ○ ○ 3 常 40 ○ 11 ○ ○

4 常 40 ○ ○ 2 ○ ○ 4 常 40 ○ ○ 3 ○ ○

5 常 40 ○ 2 ○ ○ 5 常 40 ○ 3 ○ ○

6 非 22 ○ ○ 4 ○ ○ 6 常 40 ○ 2 ○ ○

7 非 40 ○ ○ 3 ○ ○ 7 非 22 ○ ○ 5 ○ ○

8 非 32 ○ 8 ○ ○ 8 非 40 ○ ○ 4 ○ ○

9 9 非 32 ○ 9 ○ ○

10 10

その他の資格・・・ その他の資格・・・

令和 8 年度［ りゅうせん

法人名　【 社会福祉法人　台東区社会福祉事業団

◇今年度の重点課題

① 高齢者見守り事業
独居・認知症のケースが増え深刻な状況になってから介入するケースが増え
てきている。

② 総合相談支援業務 新施設に移転後の地域包括支援センターの周知が不足している。

③ 認知症総合支援事業
関係機関や住民から「認知症の方の対応の仕方がわからず困っている」とい
う声がある。

課題番号 目　標 数値 目標に向けた具体的な取組

①
見守り体制を強化し、
状況が深刻化する前
に、適切に介入・支援
が行える体制を構築す
る。

3機関
圏域型の見守り関係協力機関を増やすとともに、民生委員やそ
の他の関係協力機関との顔の見える関係を構築し地区の見守り
ネットワークを強化する。

②
地域包括支援センター
の周知活動を強化し地
域包括支援センターの
活動を知ってもらう。

ー
広報誌等配布物にはQRコードを付け、ホームページにアク
セスをしやすくし、幅広い世代の方に地域包括支援セン
ターの機能や活動を知ってもらう。

③
地域での認知症の方へ
の見守りや対応力を向
上させる

年2～3回
認知症の正しい知識や対応方法について認知症サポーター
養成講座や出前講座を通じ関係機関や住民に広め、地域で
の認知症の方への見守りや対応力を向上させる。

※１　包括的支援業務とは総合相談・権利擁護・包括的継続的マネジメント支援業務を指す。
※２　介護予防ケアマネジメントとは介護予防支援・介護予防ケアマネジメント業務を指す。

令
和
7
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○）
包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２

令
和
8
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○）
包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２

5



（令和8年1月1日時点） 地域包括支援センター ＜認知症総合支援事業＞ 地域包括支援センター

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

①計画・開催 ②計画・開催

①開催 ②開催

広報誌 広報誌 広報誌 広報誌

7月～9月熱中症予防月間

ホームページ作成 ラジオ体操 ラジオ体操

　　　　　　　　介護予防体操・健脚測定会

　　　　　　栄養講座年4回

大江戸清掃隊

＜ケアマネジャー支援＞ 介護支援専門員数： （令和8年1月1日時点） ＜計画外の取組＞

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

りゅうせん

項目 内　容 人数・数
量など

取組活動の経過（月）
項目 内　容 人数・数

量など

取組活動の経過（月）

年2回
認知症カフェ
（喫茶YOU）

計
画

【台東病院、あさくさ包括と共催】認知症に関する知識や
様々な情報提供・啓発や認知症当事者や家族介護者の交流を
目的とし、台東病院と連携して広く住民にPRを行い気軽に参
加できるようにする。たいとうオレンジボランティアにもカ
フェの運営に協力してもらう。

主催 共催

◇年間計画表 エリア内の高齢者人口： 6,404人 りゅうせん

見守り
ネットワーク
地区連絡会

計
画

事例の検討を通じて、見守り体制の
充実につながる見守り方法の検討を
行い、関係機関と共有する。

年2回 家族介護者の
会（りゅうせ
んカフェ）

毎月
年間
200人

報
告

報
告

計
画

認知症当事者や家族介護者が気軽に集い、交流・
相談できる場を提供する。地域の専門職と協働し
企画運営していく。

年3回　
　　　
60人

報
告

報
告

地域ケア
個別会議

計
画

個別課題のケースについて関係機関
と地域課題を共有・検討し支援の充
実を図る

年2～3回

報
告

報
告

主催 主催

周知活動

計
画

広報誌の配布やホームページの刷
新、ラジオ体操での周知、熱中症予
防啓発、出前講座等により地域包括
支援センターの業務等を周知し必要
な方に情報が届くように工夫する。

広報誌年　
　　4回　
　　　　　
ラジオ体
操年２回

認知症サポー
ター養成講座

主催 主催

介護予防・集
いの場

計
画

地域の高齢者が気軽に集えフレイル
予防ができる場の提供をおこなう。
地域包括支援センターが見守りを
行っている方をターゲットに実施し
要介護状態にならないように積極的
に働きかけをしていく。

介護予防体操
月1回、健脚
測定会週1

回、栄養講座
年4回、口腔
ケア講座年2
回、大江戸清

掃隊毎月

認知症初期集
中推進事業

計
画

町会や住民団体、企業等へ講座の案内をおこない
随時開催していく。また、児童館やこどもクラブ
にも講座を実施し子どもたちにも認知症の正しい
知識等を広めていく。

計
画

認知症の疑いのある方に対して実態把握を迅速に
おこない医療機関や介護サービス、権利擁護事業
等につなげ、安心して生活ができるように支援す
る。

年1ケース

　　　口腔ケア講座年2回

報
告

報
告

取組活動の経過（月）

実施

エリア内の居宅介護支援事業所数： 9ヵ所 27名

項目 内　容 人数・数
量など

取組活動の経過（月）
項目 内　容 人数・数

量など

ケアマネ
ジャー
の集い

計
画

ケアマネジメントに必要な知識の習
得やケアマネジャー同士の交流や情
報交換ができる場の提供をおこな
い、ケアマネジメントの質の向上を
図る。

主催
1回

合同
1回

報
告

報
告

報
告

①

①

② ③

②

①主催

②合同

6



] 地域包括支援センター事業計画書

】

◇重点課題に対する目標と具体的な取組

計
画

報
告

計
画

報
告

計
画

報
告

◇地域包括支援センター人員体制状況

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

1 常 40 ○ ○ ○ ○ 14 ○ ○ 1 常 40 ○ ○ ○ ○ 15 ○ ○

2 常 40 ○ ○ 10 ○ ○ 2 常 40 ○ ○ 11 ○ ○

3 常 40 ○ 3 ○ ○ 3 常 40 ○ 4 ○ ○

4 常 40 ○ ○ ○ 19 ○ ○ 4 常 40 ○ ○ ○ 20 ○ ○

5 常 40 ○ ○ 9 ○ ○ 5 常 40 ○ ○ 10 ○ ○

6 非 40 ○ ○ 1 ○ ○ 6 非 40 ○ ○ 2 ○ ○

7 非 24 ○ ○ ○ 6 ○ 7 非 24 ○ ○ ○ 7 ○

8 非 32 ○ 0 8 非 32 ○ 0

9 9

10 10

その他の資格・・・ その他の資格・・・

令和 8 年度［ くらまえ

法人名　【 社会福祉法人　東京援護協会

◇今年度の重点課題

① 総合相談支援業務
相談内容が多岐にわたり、多職種で連携し支援していかなければならない
ケースが多くなっている。

② 高齢者見守り事業
民生委員の大幅な交代があり、関係構築が必要。セキュリティ対策された
集合住宅が増加しており、見守りや実態把握がしにくくなってきている。

③ 一般介護予防事業
地域の高齢者にフレイル予防を啓発し、そのために自ら取り組めるように
していきたい。

課題番号 目　標 数値 目標に向けた具体的な取組

①
要介護・認知症・権利
擁護などリスクのある
高齢者を早期から支援
し、重度化・問題の深
刻化を予防する。

新規相談者の中で、早期介入・支援が必要な高齢者を内部
で共有、支援方針を検討する。重層的課題のあるケースは
地域ケア会議等で、多職種・専門職で支援計画を立て取り
組む。

②
見守りや介入が必要と
思われる高齢者を早期
発見できるようにす
る。民生委員等との関
係づくりをしていく。

民生委員や集合住宅の管理人等を訪問し、顔見知りの関係
をつくる。見守り活動に地域包括支援センターの広報誌や
熱中症予防グッズを活用していく。

③
高齢者が興味を持っ
て、フレイル予防でき
る場所を増やしたり、
地域の通いの場につな
げることができる。

講座3回
運動に加え、栄養・口腔に関する講座を開催。交流の場とも
し、閉じこもりを予防できるようにする。現在活動している通
いの場の支援や新たな高齢者の参加を促す。

※１　包括的支援業務とは総合相談・権利擁護・包括的継続的マネジメント支援業務を指す。
※２　介護予防ケアマネジメントとは介護予防支援・介護予防ケアマネジメント業務を指す。

令
和
7
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○）
包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２

令
和
8
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○）
包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２

事務 事務
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（令和8年1月1日時点） 地域包括支援センター ＜認知症総合支援事業＞ 地域包括支援センター

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

① ②

準備 開催 準備 開催

準備 発行 準備 発行

＜ケアマネジャー支援＞ 介護支援専門員数： （令和8年1月1日時点） ＜計画外の取組＞

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

◇年間計画表 エリア内の高齢者人口： 7,428人 くらまえ くらまえ

項目 内　容 人数・数
量など

取組活動の経過（月）
項目 内　容 人数・数

量など

取組活動の経過（月）

地域ケア
個別会議

計
画

支援困難・重層的支援が必要なケー
ス・専門職や多職種で検討が必要な
ケースなどを取り上げ、課題解決や
社会資源の発掘につなげていく。

2回 認知症カフェ
（くらまえカ

フェ）

計
画

毎月開催とし６回は東京トータルライフクリニッ
クと共催。地域の方々が楽しく交流でき、認知症
の理解を深められる場を提供していく。たいとう
オレンジボランティアと連携し、企画・活動の場
を広げていく。

１２回
（６回は
共催）

準備・開催 ②準備・開催

報
告

報
告主催・共催

見守り
ネットワーク
地区連絡会

計
画

顔の見える関係づくりの場となるよ
うな構成にする。また、新任の民生
委員にも参加してもらえるようにア
プローチする。

2回 認知症
サポーター
養成講座

主催

計
画

地域住民・企業・学校等に開催場所・回数の拡大を図
りたい。出前講座も開催し、認知症の理解を深め、住
みやすい地域づくりを目指す。フォローアップ講座等
で、たいとうオレンジボランティアとの交流にも努め
る。

２回以上
（通年）

報
告

報
告

通年出張相談会

出前講座

報
告

報
告主催・共催 実施

出張相談や出
前講座の開催

計
画

地域包括支援センターから近隣地域を含め、
遠方の地域にも出向いて出張相談会を開催す
る。また、老人福祉館や様々な集いの場を活
用し、出前講座を行い、フレイル予防・認知
症予防等の啓発・情報提供を行なう。

相談会
1回、
出前講
座適宜

認知症の実態
把握・早期対

応

計
画

認知症高齢者の早期発見のため、地域との連携を
強化していく。民生委員・マンション管理人・見
守り関係機関等と関係構築し、実態を把握し相談
支援につなげていく。

地域包括支援
センター機能
の周知や情報

発信

計
画

広報誌の配布先、配布方法を見直
す。熱中症予防グッズの配布時期に
は民生委員などにも周知し対象者に
効率よく効果的に配布できるよう試
みる。

広報誌
2回
各150
部

認知症初期集
中支援推進事

業

計
画

対象となるケースを選出し、迅速に実態把握を行
ない、チームの一員として関係機関と連携しなが
ら、医療機関や介護サービス等の適切な支援に繋
げていく。

１ケース
以上

配布

報
告

報
告実施

エリア内の居宅介護支援事業所数： 10ヵ所 37名

項目 内　容 人数・数
量など

取組活動の経過（月）
項目 内　容

取組活動の経過（月）

ケアマネ
ジャー
の集い

計
画

介護支援専門員の質の向上を図る
為、事例検討会や各種研修会を開催
する。また、専門職との相互理解・
連携を強化していくための研修会や
交流会を開催する。

主催
1回

合同
1回

報
告

報
告

報
告主催・共催

人数・数
量など

① ②

②①

①

① ②

①主催

②合同

8



] 地域包括支援センター事業計画書

】

◇重点課題に対する目標と具体的な取組

計
画

報
告

計
画

報
告

計
画

報
告

◇地域包括支援センター人員体制状況

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

1 常 40 ○ ○ ○ 2 ○ ○ 1 常 40 ○ ○ ○ 3 ○ ○

2 常 40 ○ ○ ○ 17 ○ ○ 2 常 40 ○ ○ ○ 18 ○ ○

3 常 40 ○ ○ ○ ○ 10 ○ ○ 3 常 40 ○ ○ ○ ○ 11 ○ ○

4 常 40 ○ ○ ○ ○ 16 ○ ○ 4 常 40 ○ ○ ○ ○ 17 ○ ○

5 常 40 ○ ○ ○ 10 ○ ○ 5 常 40 ○ ○ ○ 11 ○ ○

6 常 40 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 ○ ○ 6 常 40 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 ○ ○

7 非 32 ○ ○ 13 ○ ○ 7 非 32 ○ ○ 14 ○ ○

8 非 32 ○ ○ ○ 5 ○ ○ 8 非 32 ○ ○ ○ 6 ○ ○

その他の資格・・・ 4 幼稚園教諭　　６　管理栄養士 その他の資格・・・ 4 幼稚園教諭　　６　管理栄養士

令和 8 年度［ まつがや

法人名　【 社会福祉法人　東京援護協会

◇今年度の重点課題

① 認知症総合支援事業 認知症に関する知識・情報やサービスの周知が不十分

② 総合相談支援業務 単身の高齢者が多い為、早期に問題を発見しづらい

③ 一般介護予防事業 介護予防体操等の場の提供を行っているが、活動の場が少ない

課題番号 目　標 数値 目標に向けた具体的な取組

① 認知症の普及啓発を行う

近隣の金融機関等にパネル作成や展示を行い認知症に関する
普及啓発活動を行うことで知識・情報の周知を図る

② 見守りサポート体制の
強化の継続

民生委員、地域支援コーディネーター等との連携強化を図
り、情報の共有、サポート体制等の構築、地域との交流を深
める。

③
地域住民が選んで参加
できる介護予防体操等
の場の提供を行う

月１～
２回

関係機関と協働し、介護予防活動の機会を増やす。地域住民
にちらし等でPRし、気軽に選び参加できる場としていく

※１　包括的支援業務とは総合相談・権利擁護・包括的継続的マネジメント支援業務を指す。
※２　介護予防ケアマネジメントとは介護予防支援・介護予防ケアマネジメント業務を指す。

令
和
7
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○）
包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２

令
和
8
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○）
包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２
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（令和8年1月1日時点） 地域包括支援センター ＜認知症総合支援事業＞ 地域包括支援センター

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

②

準備・開催 準備・開催 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

① ②

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

＜ケアマネジャー支援＞ 介護支援専門員数： （令和8年1月1日時点） ＜計画外の取組＞

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

まつがや

項目 内　容 人数・数
量など

取組活動の経過（月）
項目 内　容 人数・数

量など

取組活動の経過（月）

2回 認知症カフェ
（オレンジカ

フェ）

計
画

東京都認知症疾患医療センター（永寿総合病院）主催
のオレンジカフェと、オレンジカフェの一貫で開催さ
れるとびらープロジェクトに引き続き協力し、認知症
疾患医療センターとの連携を深め、オレンジカフェに
参加される方へのより良い支援に繋げていく。

共催

◇年間計画表 エリア内の高齢者人口： 8,201人 まつがや

見守り
ネットワーク
地区連絡会

計
画

見守りネットワーク関係協力機関と
顔の見える連携を強化する。様々な
事例を通じて課題を抽出し、現状の
共有・効果的な課題解決の方法を検
討する。

2回 認知症
サポーター
養成講座

６回

報
告

報
告

計
画

認知症当事者、当事者を支える家族への理解を深
めるための講座を開催し、集合住宅、区民施設等
へのサポーター養成講座、ミニ講座等の実施と広
報活動を行っていく。

２回

報
告

報
告

地域ケア
個別会議

計
画

個別課題のケースについて関係機関
や専門職と共有することで、地域課
題の発見につなげていく。

１事例
以上

報
告

報
告

主催

出前講座

計
画

高齢者が集まる機会に参加し、相談
しやすい窓口としての地域包括支援
センターの周知に努める。介護予
防、生活に役立つ情報を提供してい
く。

6回 認知症初期集
中支援推進事

業

実施

見守り活動

計
画

高齢者が利用する店舗等への見守り
活動、見守りサポーター養成講座の
周知に努める。相談しやすい関係性
を継続していく。

通年 認知症カフェ
（ほっとルー

ム）

計
画

認知症の疑いがあるにも関わらず、医療機関への
受診に繋がらない方に対し、実態を把握するとと
もに医療機関・介護サービス・権利擁護事業等に
繋げる支援を実施していく。

計
画

感染症予防に留意し、認知症の方とその家族、地
域の方が交流できる場作りを提供し、認知症で
あっても住みやすい街作りをたいとうオレンジボ
ランティアと共に目指す。

６回

報
告

報
告

取組活動の経過（月）

ケアマネ
ジャー
の集い

計
画

事例検討、地域資源の共有等を図る
とともに研修を実施し、ケアマネ
ジャーの資質の向上、専門職との相
互理解及び連携を強化していく。

主催
1回

合同
1回

報
告

主催

エリア内の居宅介護支援事業所数： 10ヵ所 36名

項目 内　容 人数・数
量など

取組活動の経過（月）
項目

報
告

報
告

内　容 人数・数
量など

①

①

②

②

③ ④ ⑤ ⑥

①

①主催

②合同
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] 地域包括支援センター事業計画書

】

◇重点課題に対する目標と具体的な取組

計
画

報
告

計
画

報
告

計
画

報
告

◇地域包括支援センター人員体制状況

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

1 常 40 〇 〇 〇 〇 11 〇 〇 1 常 40 〇 〇 〇 〇 12 〇 〇

2 常 40 〇 〇 〇 1 〇 〇 2 常 40 〇 〇 〇 18 〇 〇

3 常 40 〇 〇 〇 17 〇 〇 3 常 40 〇 〇 2 〇 〇

4 常 40 〇 〇 1 〇 〇 4 常 40 〇 2 〇 〇

5 常 40 〇 1 〇 〇 5 常 40 〇 〇 20 〇 〇

6 非 40 〇 〇 3 〇 〇 6 常 40 ○ 0 〇 ○

7 7 常 40 ○ ○ 0 〇 ○

8 8 常 40 〇 〇 〇 2 〇 〇

その他の資格・・・ その他の資格・・・ 管理栄養士

令和 8 年度［ たいとう

法人名　【 社会福祉法人　健修会

◇今年度の重点課題

① 一般介護予防事業 包括主催の介護予防教室の開催ができていない

②
包括的・継続的

ケアマネジメント支援
業務

自立した高齢者やその家族の多くがケアマネジャーについて知らない。ま
たケアマネジャーは地域住民やインフォーマルな機関とつながる機会が少
ない。

③ 総合相談支援業務 包括業務の経験が少ない職員が多い

課題番号 目　標 数値 目標に向けた具体的な取組

①
介護予防をテーマとし
た集まりの場について
住民や関係機関と連携
を図る。

１回
以上

安定して継続的な活動に繋がるよう、場所や人材、ニーズや
課題などについて地域住民や関係機関と意見交換を行う。

②
ケアマネジャーと地域
の住民間の繋がりがも
てる機会を作る

１回 地域懇談会を開催し相互理解を深める。

③ 相談・支援体制の安定
化を図る

-
ひとり一人の職員の力量の向上、チームとしての成長を図る
ために個別ケースについてサブ担当を導入し円滑なコミュニ
ケーション、多職種での検討、情報共有を図る。

※１　包括的支援業務とは総合相談・権利擁護・包括的継続的マネジメント支援業務を指す。
※２　介護予防ケアマネジメントとは介護予防支援・介護予防ケアマネジメント業務を指す。

令
和
7
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○）
包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２

令
和
8
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○）
包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２
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（令和8年1月1日時点） 地域包括支援センター ＜認知症総合支援事業＞ 地域包括支援センター

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

カフェTAITO　　（準備・開催：奇数月）

オレンジ：永寿総合病院の開催に合わせて

周知・開催

（包括実施分：9月）

展示

＜ケアマネジャー支援＞ 介護支援専門員数： （令和8年1月1日時点） ＜計画外の取組＞

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

たいとう

項目 内　容 人数・数
量など

取組活動の経過（月）
項目 内　容 人数・数

量など

取組活動の経過（月）

２回 認知症カフェ
カフェTAITO／
オレンジカフェ

計
画

奇数月に開催する。地域の方々が誰でも立ち寄る
ことができ、認知症になっても参加ができるよう
に交流を図る場をつくる。永寿総合病院認知症疾
患センター主催のオレンジカフェと共催の「とび
らプロジェクト」の参加協力をする。

主催／参加

◇年間計画表 エリア内の高齢者人口： 5,573人 たいとう

見守り
ネットワーク
地区連絡会

計
画

過去２年間の情報提供や検討内容を
踏まえ、開催内容を検討する。
新たな民生委員の方や関係協力機関
もあるので、引き続き情報共有しや
すい関係を構築する。

２回
参加者
５０人

認知症
サポーター
養成講座

６回
　　　
６回

報
告

報
告

計
画

認知症の理解を深め、本人および家族の支えにな
る等、住みやすい街づくりのため、地域住民・町
会・マンション（管理組合等）などへ開催の案
内・周知を行う。企業からの依頼も適宜対応す
る。

２回
以上

報
告

報
告

地域ケア
個別会議

計
画

引き続き、地域ケア会議の目的をケ
アマネジャーへ周知するとともに、
個別相談のあったケースについて地
域ケア会議の活用が有効か否かを確
認する仕組みづくりを行う。

通年

報
告

報
告

主催

介護予防教室

計
画

地域住民が気軽に参加できるような
元浅草、東上野エリアでの教室開催
のために、利用可能な場所と自主化
のための代表者を探す。

1ヶ所
以上、
1人以
上

認知症の普及
啓発活動

主催

計
画 認知症初期集

中支援事業

計
画

「認知症月間」に合わせ、ポスター展示やチラシ
を設置する。認知症サポーター養成講座以外の講
座でも　認知症の理解を深めることができるよう
な内容を入れ込む。

計
画

事業の対象となる方の把握（早期発見のため、地
域との連携を深める）からチームで早期に介入し
て適切な支援ができる。

１事例

報
告

報
告

取組活動の経過（月）

ケアマネ
ジャー
の集い

計
画

ケアマネジャーによるケアマネジメ
ントの質の向上につながるテーマや
事例検討を行い、他機関の専門職な
ども含めた連携の強化を図る。

主催
1回

合同
1回

報
告

主催

エリア内の居宅介護支援事業所数： 9ヵ所 27名

項目 内　容 人数・数
量など

取組活動の経過（月）
項目

報
告

報
告

内　容 人数・数
量など

準備・開催・報告① 準備・開催・報告 ②

通年： 周知・啓発・準備・開催

①主催

②合同
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] 地域包括支援センター事業計画書

】

◇重点課題に対する目標と具体的な取組

計
画

報
告

計
画

報
告

計
画

報
告

◇地域包括支援センター人員体制状況

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

1 常 40 ○ ○ 12 ○ ○ 1 常 40 ○ ○ 13 ○ ○

2 常 40 ○ ○ ○ ○ 11 ○ ○ 2 常 40 ○ ○ ○ ○ 12 ○ ○

3 常 40 ○ ○ 6 ○ ○ 3 常 40 ○ ○ 7 ○ ○

4 常 40 ○ ○ ○ 7 ○ ○ 4 常 40 ○ ○ ○ ○ 8 ○ ○

5 常 40 ○ ○ 2 ○ ○ 5 常 40 ○ ○ ○ 3 ○ ○

6 常 40 ○ 1 ○ ○ 6 常 40 ○ 2 ○ ○

その他の資格・・・ その他の資格・・・

令和 8 年度［ ほうらい

法人名　【 社会福祉法人　清峰会

◇今年度の重点課題

① 介護予防
ケアマネジメント

ICT活用による記録・情報共有の効率化が課題であり、電子化によって業
務負担を軽減し、質の高いケアマネジメントを維持する必要がある。

②
包括的・継続的

ケアマネジメント支援
業務

介護支援専門員の制度理解（介護保険・障害福祉・総合事業）が不十分で
あることが、利用者の制度間の隙間を生む要因となっており、制度理解が
課題である。

③ プルダウン▽から選ぶ

課題番号 目　標 数値 目標に向けた具体的な取組

①
電子化により、スタッ
フの負担を軽減しつ
つ、利用者に安心と質
の高い支援を提供でき
る体制を構築する。

６人
ICTで記録や情報共有をクラウド化・標準化し、AI要約やオ
ンライン会議で業務を効率化することで、書類作成の負担を
減らし、利用者と向き合う時間を増やせるようにする。

　

②
介護支援専門員が制度
を横断的に理解し、利
用者の狭間をなくし質
の高いケアマネジメン
トを実現する。

１回
まだ十分に共有されていない部分もあるため、研修や事例検
討を通じて理解を深めつつ、障害分野の相談員との交流の機
会を設けて互いの役割や連携をする。

③

※１　包括的支援業務とは総合相談・権利擁護・包括的継続的マネジメント支援業務を指す。
※２　介護予防ケアマネジメントとは介護予防支援・介護予防ケアマネジメント業務を指す。

令
和
7
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○）
包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２

令
和
8
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○）
包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２
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（令和8年1月1日時点） 地域包括支援センター ＜認知症総合支援事業＞ 地域包括支援センター

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

準備・開催

モニタリング・評価

① ②

準備・開催 準備・開催

報告 報告

＜ケアマネジャー支援＞ 介護支援専門員数： （令和8年1月1日時点）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

＜計画外の取組＞

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

主催・共催

2回
参加者
30名
(延べ)

◇年間計画表 エリア内の高齢者人口： 5,961人 ほうらい ほうらい

項目 内　容 人数・数
量など

取組活動の経過（月）
項目 内　容 人数・数

量など

取組活動の経過（月）

計
画

年度内に２回以上開催し、多職種で
支援方針を協議する。本人の意思を
尊重し、医療・介護・生活支援を統
合した支援体制を構築する。

２回 認知症カフェ
(あさがおカ

フェ)

計
画

【浅草病院】認知症の本人、家族、地域住民が気
軽に参加できる場を浅草病院と共催で運営する。
地域のお寺やアトリエなど、多様な関係者と連携
していく。

報
告

見守り
ネットワーク
地区連絡会

計
画

見守り関係者のネットワークの構築
と質の高い情報の提供、および地域
の課題抽出や解決方法について検討
する。
9月：情報提供
3月：事例検討

2回
（1回
の参加
者40名
程度）

認知症
サポーター
養成講座

計
画

地域住民や企業など様々な人に向けて、認知症サ
ポ－ター養成講座や出前講座を実施する。9月の
認知症月間に合わせて啓発活動を行う。認知症の
本人が語る映像資料などを活用する。

⑥

報
告

報
告

6回
参加者
60名
(延べ)

① ② ③ ④ ⑤

共催

認サポ 啓発活動

報
告

地域ケア
個別会議

実施

認知症家族介
護者教室・交

流会

1ケー
ス以上

①

報
告

報
告

教室×3

一般介護予防
事業

計
画

ほうらい元気塾の開催、銭湯や都営
アパート集会室での集まりの場への
支援を通して介護予防の普及に努め
る。

各教室　
月1回
程度

認知症初期集
中支援推進事

業

計
画

認知症の困難事例を推進員と他の職員で情報共有
し、積極的に事例選定を行う。チーム員として訪
問支援を行い、医療・介護サービスにつなげてい
く。

エリア内の居宅介護支援事業所数：

交流会⑤交流会⑥

交流会④

報
告

計
画

認知症家族介護者を対象に、精神科医や臨床心理
士等と連携し、家族介護者教室を開催する。認知
症の人を介護している方と介護経験のある方を対
象とした交流会を開催する。

9回
参加者
50名
(延べ)

交流会①交流会②交流会②

取組活動の経過（月）

ケアマネ
ジャー
の集い

計
画

地域のケアマネジャーと協力して、
事例検討会の開催や情報交換の場を
提供し、ケアマネジメントの質の向
上に資する。

主催
1回

合同
1回

報
告

主催

3ヵ所 6名

項目 内　容 人数・数
量など

取組活動の経過（月）

項目

報
告

報
告

内　容 人数・数
量など

地域連携をす
すめる会

計
画

NPO法人と連携し、地域の情報共有や
協働の場をケアマネや医療機関に提
供できるよう、関係機関とのつなが
りを強化しながら体制を整えてい
く。

報
告

①事務局会2ヶ月1回

②運営員会2ヶ月1回

①

① ②

②

①主催

②合同
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